
まちがいだらけのタイヤの空気圧点検調整　　

@hakase_magic   空気圧毎日点検  

https://hakase-magic.com

博士マジック

空気圧毎日点検公開中

タイヤの空気圧調整は科学だ !
特許第 4413987 号

自動車業界の点検条件
「タイヤが冷えている時に調整」 は

再現性がない !
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追加資料　1空気圧と気温と走行の見える化



追加資料　2



追加資料　3空気自然漏れの見える化



タイヤの空気圧調整　★ ヨコハマタイヤのホームページから

★ ヨコハマタイヤのホームページから 「 チェックでスマイル特別篇 」 から

ボイルシャネルの法則とは、理想気体の体積と圧力、気温に関係する法則

気体の圧力 P は体積 V に反比例し絶対温度 T に比例する

タイヤの空気圧を計算する場合は

P は圧力

V は体積

T は絶対温度

k は定数

前の空気圧 =P1

体積 V1 は一定

前の温度 =T1

後の空気圧 =P2

体積 V1 は一定

後の温度 =T2

P = k = k

=

T

V

PV

T

P1V1

T1

P2V2

T2

P2=(P1+1013)×((T2+273)÷(T1+273))

測定タイヤゲージ圧 = (P2-1013) kPa

空気圧ゼロは 1気圧 =1013hPa=101.3kPa

素朴な疑問？
　基準となる（指定空気圧）

　気温なしでは点検結果が

　正しいわかるのか？
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200 210

気温1 圧力1 気温2 圧力2 気温1 圧力1 気温2 圧力2

30 200 40 209.9 9.9 30 210 40 220.3 10.3

20 200 30 210.3 10.3 20 210 30 220.6 10.6

10 200 20 210.6 10.6 10 210 20 221.0 11.0

0 200 10 211.0 11.0 0 210 10 221.4 11.4

-10 200 0 211.4 11.4 -10 210 0 221.8 11.8

-20 200 -10 211.9 11.9 -20 210 -10 222.3 12.3

220 230

気温1 圧力1 気温2 圧力2 気温1 圧力1 気温2 圧力2

30 220 40 230.6 10.6 30 230 40 240.9 10.9

20 220 30 231.0 11.0 20 230 30 241.3 11.3

10 220 20 231.3 11.3 10 230 20 241.7 11.7

0 220 10 231.8 11.8 0 230 10 242.1 12.1

-10 220 0 232.2 12.2 -10 230 0 242.6 12.6

-20 220 -10 232.7 12.7 -20 230 -10 243.1 13.1

240 250

気温1 圧力1 気温2 圧力2 気温1 圧力1 気温2 圧力2

30 240 40 251.3 11.3 30 250 40 261.6 11.6

20 240 30 251.6 11.6 20 250 30 262.0 12.0

10 240 20 252.1 12.1 10 250 20 262.4 12.4

0 240 10 252.5 12.5 0 250 10 262.9 12.9

-10 240 0 253.0 13.0 -10 250 0 263.3 13.3

-20 240 -10 253.5 13.5 -20 250 -10 263.9 13.9

260 270

気温1 圧力1 気温2 圧力2 気温1 圧力1 気温2 圧力2

30 260 40 271.9 11.9 30 270 40 282.2 12.2

20 260 30 272.3 12.3 20 270 30 282.7 12.7

10 260 20 272.8 12.8 10 270 20 283.1 13.1

0 260 10 273.2 13.2 0 270 10 283.6 13.6

-10 260 0 273.7 13.7 -10 270 0 284.1 14.1

-20 260 -10 274.3 14.3 -20 270 -10 284.7 14.7

表 1 はボイルシャルルの法則で気温 10 度で各空気圧の変化量を
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1 日の気温の変化

2018 年冬
最高気温

平均気温

最低気温

5.8 度

0.9 度

-4.1 度

空気圧に影響を与える気温変化は 2 種類

2 月 7 日朝 2 月 11 日朝 2 月 12 日朝
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最高気温

平均気温

最低気温

41.2 度

26.7 度27.0 度

2018 年夏

8 月 2 日朝 8 月 3 日朝8 月 2 日午後
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普通空気（水蒸気の混じった空気） 
±４度  = ±６kPa

プロ用なら ５kPa以内調整

補正調整

補正調整

2010年の愛知県春日井市高蔵寺町（〒487-0013）気温と平年+1度 

平年+1度

4度

-4度

季節の気温の変化

気温上昇時期　2 月〜 8 月

気温上昇時期　9 月〜 1 月

1 月 30 日　4.0 度　250kPa

8 月 1 日　28.0 度　　Ｘ kPa

8 月 1 日　28.0 度　250kPa

1 月 30 日　4.0 度　　Ｙ kPa

X=280kPa
30 kPa 上昇

X=222kPa
28 kPa 低下

空気圧 =自然漏れ +気温の影響

ボイルシャルルの法則で計算

（名古屋の場合）
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タイヤの空気圧は各地域の気象に影響される。 （特許 4413987 によるシュミレーション）

下記の空気圧点検結果は

ブリジストンタイヤは、 自然漏れが少ないので

校正した TPMS を使い夜明け直後 1 日でもっとも気温

が低く安定している時に毎日点検した結果

　気温上昇時は

　1 月 31 日　231kPa  8 月 1 日　231kpa

　空気圧の低下はゼロ （他社は 5 月までが多い）

素朴な疑問？
　タイヤ協会：冷えている時とは？基準気温なしで点検・調整

　特許 4413987：

　　気象庁の過去のデータ平均気温を基準気温として点検・調整

　特許 4413987：

　　気象庁の過去のデータ平均気温

      を基準気温として点検・調整

10 月 28 日朝 1 月 31 日朝 8 月 1 日朝 10 月 6 日朝
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現在の自動車業界　気温を無視して調整
愛知県春日井市高蔵寺７丁目 2009 年５月 2 ０日の気温

日本自動車タイヤ協会推奨の点検条件

タイヤの空気圧は、走行前の冷えている時に、エアゲージにより点検し、自動車メーカーの指定空気圧に調整してく

ださい。

　　問題　　調整時間によって空気圧差

　　　　　　高温時に調整すると約１％ CO2 の排出量増加

ボイル・シャルルの法則　pV/T= 一定

気体の体積は、圧力に反比例し、絶対温度に比例する。

気温の影響（乾いた空気＝理想気体）

気温の影響（水蒸気の混じった空気＝普通の空気）１度：1.5kPa で計算

指定空気圧 = ２００ｋＰａの場合

１４．３度時に２００ｋＰａに調整→３１．８度時に点検：２１８．３ｋＰａ（９．１５％増）　　

３１．８度時に２００ｋＰａに調整→１４．３度時に点検：１８２．７ｋＰａ（８．６５％減）

指定空気圧 = ２００ｋＰａの場合

１４．３度時に２００ｋＰａに調整→３１．８度時に点検：２２６．３ｋＰａ（１３．１％増）　　

３１．８度時に２００ｋＰａに調整→１４．３度時に点検：１７３．７ｋＰａ（１３．１％減）
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室内気温 室外気温 室外最高気温 室外最低気温 気圧 風速 最大風速

風向 体感温度 降水量 室内湿度 室外湿度 露点 ＴＨインデックｽ

１４．３度

温度差１７．５度

３１．８度

18kPa 〜 26kPa 空気圧差

付属資料　8



特許　平均気温を基準に調整
愛知県春日井市高蔵寺７丁目 2009 年５月 2 ０日の気温
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室内気温 室外気温 室外最高気温 室外最低気温 気圧 風速 最大風速

風向 体感温度 降水量 室内湿度 室外湿度 露点 ＴＨインデックｽ

１９．９度（平年平均気温＋１度）

１４．３度

温度差１７．５度

温度差１１．９度

３１．８度

整備工場の作業

オカダ式空気圧予測調整法の点検条件

タイヤの空気圧は、走行前の冷えている時また 10km 以上走行後に、エアゲージにより点検し、各地域の平年の平均

気温時を基準とし自動車メーカーの指定空気圧に調整してください。

・走行後の場合は走行速度に合わせて走行増分補正をする。

・指定空気圧は平均気温が基準温度とする。

・点検時・調整時の外気気温を測定する。

調整時間が変わってもまったく同じ空気圧

ボイル・シャルルの法則

気温の影響（乾いた空気＝理想気体）

気温の影響（水蒸気の混じった空気＝普通の空気）

指定空気圧 = ２００ｋＰａの場合（１９．９度）

１４．３度時調整に１９．９度時２００ｋＰａなるようにに調整：１９４．２ｋＰａ（１８．４ｋＰａ減）　　

３１．８度時調整に１９．９度時２００ｋＰａなるようにに調整：２１２．２ｋＰａ（１９．６ｋＰａ増）

指定空気圧 = ２００ｋＰａの場合（１９．９度）

１４．３度時調整に１９．９度時２００ｋＰａなるようにに調整：１９１．６ｋＰａ（８．４ｋＰａ減）　　

３１．８度時調整に１９．９度時２００ｋＰａなるようにに調整：２１７．６ｋＰａ（１７．９ｋＰａ増）

指定空気圧（平均気温時）
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調整時の気温でこんなに違いが出る
愛知県春日井市高蔵寺７丁目 2009 年 9 月 25 日〜 10 月 25 日の気温
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Ｔ１＋Ｔ２÷２＝１９．６度（平均気温）

T1

T2

A1

A2

Ａ２－Ａ１＝－２２．１度

B1

B2

Ｂ２－Ｂ１＝４．１度

気温の影響（ボイルシャルルの法則） 

Ａ１気温が高い時に調整Ａ２時に点検　Ａ１：32.3 度＝ 200kPa　Ａ２：10.2 度＝ 178.2kPa

Ｂ１気温が低い時に調整Ｂ２時に点検　Ｂ１：20.1 度＝ 200kPa　Ｂ２：24.2 度＝ 204.2kPa

オカダ式の場合 

Ａ１気温が高い時に調整Ａ２時に点検　Ａ１：32.3 度＝ 224kPa　Ｔ２：16.7 度（平均気温）＝ 200kPa

Ｂ１気温が　低い時に調整Ｂ２時に点検　Ｂ１：20.1 度＝ 211kPa　Ｔ２：16.7 度（平均気温）＝ 200kPa

１ヶ月後の空気圧＝調整空気圧−気温の影響−自然漏れ

Ａ１気温が高い時に調整Ａ２時に点検　170.36kPa（15％減）

Ｂ１気温が低い時に調整Ｂ２時に点検　196.36kPa（2％減）

１ヶ月後の空気圧

自然漏れ（オカダ式で計算・自然漏れゼロ気温：０度）

Ｔ１：22.5 度　Ｔ２：16.7 度　平均 19.6 度

19.6 × 0.2％× 200kPa ＝ 7.84

調整・点検時の気温の違いにより 26kPa の差が付く。

１ヶ月後の空気圧変化を予測して調整空気圧を決める。
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	 From: 	   ******@toyo-rubber.co.jp
	 Subject: 	気温の上昇による影響は小さいです
	 Date: 	 2005 年 1 月 25 日 10:29:03:JST
	 To: 	   okada@avc-hakase.com

岡田様
東洋ゴム工業株式会社の○○○と申します。
お問合せいただきましてありがとうございました。

空気圧のお問合せにお答えいたします。
＞空気圧の点検条件について　メーカーの取扱説明書には
＞『冷えている時』『走行前』と冷えている時とは、
＞最低気温の早朝なのか平均気温あたりの事ですか、
＞走行中に空気圧を点検した場合は、20 ～ 30kpa 指定低気圧より
＞多くして下さい。注意が書かれています。しかし、気温や直射日光に
＞よる影響や注意については書かれていません。メーカーに訪ねても、
＞気温や直射日光による影響についてはっきりしない回答しか
＞返ってきません。気温や直射日光がまったくないのは、
＞常識的にわかりますが、点検するさい注意しなくたもよいのでしょうか。
＞教えて下さい。

気温の上昇による影響は走行による発熱に比べて小さいので無視できます。
冷間時（１５℃）に２００ｋＰａの空気圧が走行して３５℃に上昇した
としましょう、タイヤは容積の変わらない圧力容器と考えられますので物理の法則に従い
　３５度の空気圧＝１５度の空気圧Ｘ（３０８／２８８）＝２１４ｋＰａ
　　（３０８，２８８は１５，３５を絶対温度に変換したものです）
となり、約７％上昇したことになります。

気温が３５℃でもタイヤ内部の空気がこの温度まで上昇することは
ありませんから、通常は走行による発熱の影響が大きいといえます。

それよりも重要なことはタイヤの空気圧は少しずつですが確実に減るということがあります。
１ヵ月後には５％も低下する場合もあります。

タイヤ製造会社の団体である（社）日本自動車タイヤ協会では毎年タイヤ点検を実施していますが、
この結果でも乗用車用タイヤのタイヤ不良は４台に１台あります。

そのほとんどがタイヤの空気圧不足なのです。
　http://www.jatma.or.jp/index09.html

　第３６回東名高速道路におけるタイヤ点検アンケート調査の結果報告
　( ファイルサイズ約 474k) をご覧ください。

そこで「取扱説明書には、空気圧の減少分を見込んで２０～３０ｋＰａ高く
空気圧を設定して、１月後でも指定空気圧を下回らないようすることを
推奨しているのです。

空気圧の過多と不足を比較した場合、低燃費性能と耐久性の面で明らかに
不足状態に問題があります。
偏摩耗も不足状態の方が発生しやすくなりますし、ウェット路面での
ブレーキ性能の低下が問題になるからです。

誤　東洋ゴム工業（株）
　３５度の空気圧＝１５度の空気圧Ｘ（３０８／２８８）＝２１４ｋＰａ
正
　３５度の空気圧＝ 200 +101.3（３０８／２８８）＝ 322.2
    　　　　　　　　322.2 - 101.3 = 220.9    約２２１ｋＰａ

タイヤメーカーのお客様相談室が単純なミスを !!

　タイヤの空気圧ゼロは 1 気圧 （1013hPa = 101.3kPa）
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誤　東洋ゴム工業（株）　
　気温が３５℃でもタイヤ内部の空気がこの温度まで上昇することはありません

正
　日陰で 3 時間以上停止したのタイヤ内部の温度は外気温度同じになる。
　　・温まるのに数分のタイムラグは有る。
　　・冷えるのにかかる時間
　　　　　乾燥した冬は、　30 〜 60 分で冷える。
　　　　　湿度の高い夏は、　　2 時間〜 3 時間かかる場合がある。
　　　　　雨の中では季節関係なく、すぐに冷える。

誤　ブリジストンタイヤ　
　冬は空気圧が低下しやすい。
正
　夏でも冬でもは空気圧が低下する。
　もっとも低下するのは、
　　9 月〜 12 月

　2 月〜 5 月は気温上昇で空気圧が上がる
　　ため自然漏れと相殺され空気圧は
　　ほぼ一定になる

ブリジストンタイヤのホームページから
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月日 時間 太陽高度 季節

2月1日 14時 29.5 最低気温

3月21日 14時 43.2 春分

6月20日 14時 57.9 夏至

8月1日 14時 55.8 最高気温

9月23日 14時 40.7 秋分

12月20日 14時 22.1 冬至

日光の影響：タイヤの側面に当たる角度と熱量と湿度が影響

★ ヨコハマタイヤのホームページから 「 チェックでスマイル特別篇 」 から

日本標準時間明石市の場合

2 月午後 1 時 33 分 7 月午後 3 時 16 分

夏

冬

午後 0 時の太陽の高度

春分の太陽南中高度 ＝ 90 − 35  ± 0       ＝ 55.0 （度）

夏至の太陽南中高度 ＝ 90 − 35 ＋ 23.4 ＝ 78.4 （度）

秋分の太陽南中高度 ＝ 90 − 35  ± 0       ＝ 55.0 （度）

冬至の太陽南中高度 ＝ 90 − 35 − 23.4 ＝ 31.6 （度）

注意　タイヤが冷えている時 : 前輪日かげの時のみ ! 

誤　ヨコハマタイヤ　
　気温上昇が著しい夏場の日中では、午前中 (25°C) から午後 2 時頃 (33°C) の間に、直射日光にさらさ
れ日なた部分で約 20kPa、日かげ部分でも約 10kPa、空気圧が上昇するといわれています。こうしたこ
とを考慮して、空気圧点検を行いましょう。

正
　夏でも冬でも 1 年中直射日光の影響はある。太陽の位置が低く、乾燥した秋、冬、春の方が夏より
直射日光の影響は大きい。
　　午前中でも直射日光の影響はある。
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直射日光が当たったタイヤは走行すれば揃うので点検できる。

診断判定   指定空気圧 250kPa
 　朝　 　:254kPa
 　午後 　:255kPa
 　走行後 :254kPa　

朝 （夜明け）

朝 （夜明け） 午後 （直射日光） 再停止 30 分後

（直射日光）
走行 （時速 40km/h）

2018 年 2 月 26 日　TPMS で記録した空気圧とオカダ式空気圧診断ソフトで判定

午前 9 時 33 分 午後 2 時 16 分2016 年

2 月 1 日

点検
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★ ヨコハマタイヤのホームページから 「 チェックでスマイル特別篇 」 から

★ JATMA 日本自動車タイヤ協会のチラシとタイヤ News から

★ ブリジストンのホームページから

素朴な疑問？
　現実ほとんどのユーザーが走行していき点検・調整をし

ている。「なるべく」と書かないと「冷えている時、走行前」

の点検条件は実際には不可能？？

再調整もまた走行しなれければならないのに、「どうしてい

いのか」分からない。

オカダ式は走行直後でも点検 ・調整でき再現性もある。

http://hakase-magic.com/okada/taiya.html
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CX-5 を第二東名高速道路にてオートクルーズを使って一定速度で空気圧を測定デー

タから空気圧上昇率で表示

東名高速道路にて一定速度で空気圧を測定データから空気圧で表示

BMW32d ハスラー

http://hakase-magic.com/okada/taiya.
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夏　7 月 22 日冬　1 月 1 日   夏　8 月 23 日冬　2 月 3 日

正解は 1 ヶ月で 0 〜 20kPa 低下
日本の冬はほとんど抜けない。

JATMA のデータは不正確

320d 自然漏れの少ないブリジストンタイヤの場合　　2016 年無調整毎日点検の結果

気温差 :1.6-1.4=0.2 度 気温差 :25.4-24.5=-0.9 度  補整 :+1kPa気温差 :24.5-1.6=22.9 度   補整 :-28kPa

33 日間の空気圧変化 32 日間の空気圧変化 冬から夏　183 日間の空気圧変化 

右前輪　空気圧 :228-231=-3kPa

左前輪　空気圧 :226-230=-4kPa

右後輪　空気圧 :246-248=-2kPa

左後輪　空気圧 :248-252=-4kPa

右前輪　空気圧 :224-234=-10kPa   -9kPa

左前輪　空気圧 :223-232=-9kPa    - 8kPa

右後輪　空気圧 :242-252=-10kPa  -9kPa

左後輪　空気圧 :242-257=-15kPa  -14kPa

右前輪　空気圧 :234-228=+6kPa

左前輪　空気圧 :232-226=+6kPa

右後輪　空気圧 :252-246=+6kPa

左後輪　空気圧 :257-248=+9kPa

結果　-3 〜 -4kPa
3.5 ÷ 230=-1.5%  

結果　-8 〜 -14kPa　前輪 : 平均 -8.5kPa
前輪　8.5 ÷ 233=-3.6%  

結果　+6 〜 +9kPa　前輪 : 平均 +6kPa
自然漏れ　6-28=-22 kPa  

平均気温　約 5 度の冬
1 ヶ月間の自然漏れ　約 3kPa

冬から夏半年間の自然漏れ
約 22kPa  しかし空気圧は低下しない

平均気温　約 28 度の夏
1 ヶ月間の自然漏れ　約 9kPa

タイヤの空気は自然に漏れるが気温によって
漏れ量はかなり違う
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秋　11 月 23 日 平
均気温 10.6 度

春　4 月 21 日
平均気温 15.5 度

10 月

空気圧

調整

秋　10 月 23 日
平均気温 16.5 度

春　3 月 20 日
平均気温 9.3 度

気温差 :12.7-15.6=-2.9 度  補整 :+3.5kPa気温差 :14.2-8.7=-5.5 度  補整 :+7kPa

31 日間の空気圧変化 32 日間の空気圧変化 

右前輪　空気圧 :254-260=-6Pa   -2.5kPa

左前輪　空気圧 :252-259=-7kPa    - 3.5kPa

右後輪　空気圧 :272-279=-7kPa  -3.5kPa

左後輪　空気圧 :271-280=-9kPa  -5.5kPa

右前輪　空気圧 :237-235=2Pa   -5Pa

左前輪　空気圧 :237-231=6kPa    - 1kPa

右後輪　空気圧 :256-253=3kPa  -4kPa

左後輪　空気圧 :259-254=5kPa  -2kPa

結果　-2.5 〜 -5.5kPa　前輪 : 平均 -3kPa
前輪　3 ÷ 260=-1.2%  

結果　-1 〜 -5kPa　前輪 : 平均 -3kPa
前輪　3 ÷ 233=-1.3%  

平均気温　約 14 度の秋 1 ヶ月間の
自然漏れ　約 3kPa

平均気温　約 13 度の春 1 ヶ月間の
自然漏れ　約 3kPa
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タイヤの空気圧予測　1 年間記録をつければ正確な係数が導け出せる

BMW320d　ブリジストンタイヤ ハスラー　ダンロップタイヤ
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タイヤの自然漏れと平均気温 （名古屋） の関係　2019 年 1 月 1 日から 2020 年 1 月 1 日 TPMS の結果

スズキハスラー　ダンロップマタイヤ

　　冬タイヤ : WINTER MAXX　       165-60-15 :   2019 年 1 月 1 日から 2019 年 3 月 27 日

　　夏タイヤ : エナセーブ EC300+  165-60-15 :   2019 年 4 月 1 日から 2019 年 11 月 28 日

　　冬タイヤ : WINTER MAXX     　  165-60-15 :   2019 年 12 月 1 日から 2020 年 1 月 1 日

マツダ CX-5　ヨコハマタイヤ

　　冬タイヤ : ice GURND GO75　  225-65-17 :   2019 年 1 月 1 日から 2019 年 3 月 28 日

　　夏タイヤ : GEOLANDAR GO09  225-65-17 :   2019 年 4 月 1 日から 2019 年 9 月 28 日

　　冬タイヤ : ice GURND GO75　  225-65-17 :   2019 年 10 月 1 日から 2020 年 1 月 1 日



@hakase_magic   

blog https://chicappa-avc-hakase.ssl-lolipop.jp//blog/

空気圧毎日点検公開中

特許　タイヤ空気圧調整方法　点検方法

・ 冷えている時 : 夜明け直後毎月 1 回
・ 気温 : 自宅に気象観測装置設置 （自動記録）
　　　　赤外線表面温度計 （路面、 タイヤの側面、 ホイル）
　　　　タイヤの取付位置に温度計
・ TPMS  タイヤ内臓型 （タイヤ内温度も正確だが電池交換できない現在は使用してない）
　　　　バルブキャップ型 （30m 以内なら家の中でもスマートフォンで確認できる）

メーカー銘柄違いはあるが、 すべて冬は漏れにくく 1 月から 5 月までは空気圧は低下しない事を確認

付 属 資 料 20　



誤差　+2 〜 +4kPa
業務用用アナログゲージ

個人用ウエザーステーション  NETAMO NETAMO の世界 （常時データ更新）NETAMO のスマートフォンアプリ

気象庁　過去のデータ

特許を使用した空気圧診断自作アプリ

高性能デジタルゲージ

特許　タイヤの空気圧調整方法に使用した検査機器

Bluetooth  TPMS （アプリ起動時であれば近ずくだけで空気圧を表示）
誤差　0 〜 +1kPa 誤差　停止 :+1kPa　高速道路 :+2kPa
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ブリジストンタイヤのホームページから

タイヤの空気圧調整方法（特許第４４１３９８７号）を使用してシュミレーション

恒温 = 室温６０℃

チッソ充填しても正確に調整しないと意味がない　

タイヤの自然漏れは気温によって大きく異なる。

空気でもオカダ式の方が適正空気圧を保てる。 !

チッソも空気も冬は自然漏れ量が非常に少ない、 気温による空気圧変化の方が圧倒的に大きい

※タイヤの内部温度が 60℃なる条件とは

時速 100km/h で走行すると約 10% 空気圧が上がる（普通の空気）

240kPa × 10%=24kPa　　ボイルシャルルの法則で計算　約 22℃の上昇（乾いた空気では実際には 10% 上がらない

ので 18℃ の゚程度程度になると気温 40℃以上になる）

60℃ -22℃ =38℃（気温）

このデータ気温 38℃で時速 100km/h で 24 時間 100 日間走行した時のデータ

※自動車の使用

月 1000km 走行した場合　1000km ÷ 25km/h=40 時間　24 時間× 30 日 =720 時間　40 ÷ 720=5.6%

東京の年平均気温１５．９℃（1971 年〜 2000 年の平均）　修正平均気温：約１６．９℃

この実験データは現実離れしたのデータである。

１５℃から２０℃で実験したデータを使用しないと不当表示になる。

１ヶ月間の自然漏れ（60℃の場合）
・空気　100 ÷ 30/100=30kPa　30 ÷ 240kPa=12.5%・

・チッソ　60 ÷ 30/100=30kPa　30 ÷ 240kPa=7.5%

１ヶ月間の自然漏れ（20℃の場合）
・空気　20℃× 0.2% × 240kPa=9.6kPa　9.6kPa     4%

・チッソ　9.6kPa × 60%=5.75kPa　　　　　       2.4%

差　9.6kPa − 5.75kPa=3.85kPa

ボイルシャルルの法則で計算

3.85kPa は約４℃　点検時気温が４℃以上高い時に調整すればチッ素による漏れにくい特性の効果がなくなる。

タイヤの空気圧調整方法は平均気温を基準にするため空気もチッ素も条件は同じになるのでチッ素の特性は行

かせるが効果は少ない。
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ハスラー定期点検時の問題

 2014年7月25日定期点検ため10km先のディーラーまで時速50キロで走行時

スズキのディーラーは指定空気圧250kPaに合わせた

月日 平均気温 気温 左前輪 補正 判定 右前輪 右後輪 右後輪

定期点検の朝 27.5 25.6 261 263 13 266 260 262

ディーラー調整 27.5 37.9 250 227 -23

翌日朝 27.6 26.2 226 228 不足△22 235 228 229

正規ディーラーの空気圧点検点検の問題

空気圧調整の

整備不良がなぜ起きる

・ 冷えている時に

　整備の現場では

　できない。

・ 整備がお天気に影響

　受けるとは思って

　いない

・ すぐに事故が起きる

　わけてはないから
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★ NHK 熊本放送局　熊本ニュースから

タイヤの点検　『なぜ最低月に１度』必要か ?

釘が刺さってもすぐに抜けない。

ゆっくりと抜けるため気がつかない。

目視点検でも見つける事は難しい。

早期発見はタイヤゲージを使って空気圧を見るのがベスト。

釘はいつ刺さるか分からない、

また避ける事も出来ない。

月に１度の空気圧点検によってパンクを見つけた時の空気圧

大災害時に災害地の道路を走行する時はパンクに注意 !　こまめにタイヤの点検を
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件数 : 一般道では増えている。 構成比 : ふえつづけている。

JAF ロードサービス救援データより 付 属 資 料 25　



不良率　春 : 気温の上昇時期と　秋 : 気温の下降時期　　　明らかに季節差がでている

JATMA の回答　サンプルが少ないから ? と回答　　7 年間のデータを見れば明らかだ、 ただの言い訳にすぎない。
　　　　　　　　さらに同じ春、 秋でも気温が低いと不良率が上がっている。 データが真実だ !

JATMA のタイヤ点検調査を分析

結果が出てない啓蒙、 啓発活動

JATMA　日本自動車タイヤ協会のホームページから

天気予報で空気圧予報を出した方が効果がある。
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